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北嶋 君江さん
（下妻乙）

協力会員

戸ノ岡 真由美さん
（下妻市社会福祉協議会）

アドバイザー

有料広告欄

市
政
発
展
に
多
大
な
功
績

平
成
25
年
度 

下
妻
市
表
彰
式

　

10
月
18
日
、「
平
成
25
年
度
下
妻
市
表
彰
式
」
を
、
ビ
ア
ス
パ
ー

ク
し
も
つ
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
市
政
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
や
、
徳
行
が
市
民
の

模
範
と
な
る
方
の
功
績
を
称
え
る
表
彰
式
で
は
、
自
治
功
労
表
彰
３

名
、
一
般
功
労
表
彰
39
名
、
特
別
功
労
表
彰
１
団
体
の
計
42
名
・
１

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

森
田　

隆
雄　
　
（
神
明
）

　

木
瀬　

武
二　
　
（
田
下
）

　

公
平
委
員
会
委
員

　

塚
田　

勇　
　
　
（
長
塚
）

自
治
功
労
表
彰

◆
災
害
の
防
止

　

消
防
団
員

　

野
手　

稔　
　
　
（
小
野
子
町
）

　

小
田
部　

恒
雄　
（
神
明
）

　

河
田　

聡　
　
　
（
北
大
宝
）

　

斉
藤　

雅
志　
　
（
北
大
宝
）

　

野
澤　

晃　
　
　
（
下
妻
戊
）

　

大
塚　

由
則　
　
（
柳
原
）

　

倉
金　

正
行　
　
（
加
養
）

　

齊
藤　

進　
　
　
（
高
道
祖
）

　

倉
田　

将
人　
　
（
原
）

　

宇
津
野　

進　
　
（
宗
道
）

　

小
堀　

和
明　
　
（
宗
道
）

　

鈴
木　

利
行　
　
（
下
栗
）

　

小
倉　

享　
　
　
（
原
）

　

菊
池　

隆
治　
　
（
原
）

　

清
水　

将
仁　
　
（
渋
田
）

　

松
田　

良
市　
　
（
原
）

　

都
井　

測
夫　
　
（
羽
子
）

　

猪
瀬　

光
一　
　
（
原
）

　

中
山　

健
司　
　
（
別
府
）

　

交
通
安
全
協
会
役
員

　

田
邉　

一
夫　
　
（
村
岡
）

　

望
月　

重
雄　
　
（
小
島
）

◆
社
会
福
祉
の
増
進

　

人
権
擁
護
委
員

　

中
山　

倭
王　
　
（
数
須
）

　

横
瀨　

眞　
　
　
（
大
宝
）

　

保
護
司

　

故  

飯
島　

紀
男
（
鎌
庭
）

　

更
生
保
護
女
性
会
役
員

　

塚
原　

の
ぶ　
　
（
大
園
木
）

　

塚
原　

好
子　
　
（
大
園
木
）

　

柴　

房
子　
　
　
（
高
道
祖
）

　

端　

節
子　
　
　
（
高
道
祖
）

◆
保
健
衛
生
の
向
上

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　

中
川　

暁　
　
　
（
下
妻
乙
）

　

故  

早
川　

福
一
（
下
妻
乙
）

◆
地
方
自
治
の
進
展

　

代
表
区
長

　

栗
𠩤　

忠
夫　
　
（
下
木
戸
）

　

鈴
木　

良
一　
　
（
大
宝
）

　

外
山　

重
信　
　
（
大
木
）

　

鈴
木　

清　
　
　
（
高
道
祖
）

　

吉
川　

渡　
　
　
（
長
塚
）

　

髙
橋　

彦
一　
　
（
平
方
）

　

統
計
調
査
員

　

大
島　

東
吾　
　
（
桐
ケ
瀬
）

一
般
功
労
表
彰

◆
下
妻
甘
熟
梨
の
開
発
に
よ
り

　

地
域
農
業
の
発
展
に
寄
与

　

下
妻
の
梨
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

特
別
功
労
表
彰

　

柴　

吉
力　
　
　
（
鎌
庭
）

　

澤
辺　

正　
　
　
（
加
養
）

地域で助け合う子育ての拠点「しもつまファミリーサポートセンター」地域で助け合う子育ての拠点「しもつまファミリーサポートセンター」
　　　妻市役所本庁舎の東側に隣接する「しもつまファミリーサポートセンター」（下妻市社会福祉協
　　　議会に委託）は、「子育ての援助を必要としている人」に応えてくれる頼もしい存在です。
　ゆとりを持って子育てができるよう、「子育ての援助を必要としている人」と「子どもが好きで応援
をしてあげたいと思う人」を、それぞれ「利用会員」「協力会員」という形で紹介し、地域で助け合う
子育ての拠点としての役割を担っています。

下

特徴

援助依頼

利用料

援助依頼

事前打ち合わせ

協力員
紹介 報告書

提出

援　助

活動費

●利用には、事前に会員の登録が必要になります。
●「協力会員」は、資格や年齢、性別は問いません。

案内図
ストッカー

シルバー人材センター

至筑西市

至八千代町 至つくば市

下
妻
市
役
所

125

しもつまファミリーサポートセンター
（下妻市社会福祉協議会内）下

妻
駅

関
東
鉄
道
常
総
線

県
道
３
５
７
号
線

しもつまファミリーサポートセンター
☎４４－１１５７

●所 在  地　下妻市本城町三丁目13番地
●受付時間　月曜日～金曜日（祝祭日を除く）
　　　　　　午前９時～午後４時

■ファミリーサポートセンター（生後3か月～小学生）

市内在住市内在住 市内在勤市内在勤 協力会員協力会員
利用時間利用時間

利用料金利用料金 活動費活動費

7:30～20:30
上記以外

兄弟姉妹２人目から

400円
650円

500円
750円

200円／人

600円
850円

（金額：１時間あたり）

協力会員または利用会員の自宅でお子さんを預かります。

■うぇるきっず（生後6か月～小学生）

市内在住市内在住 市内在勤市内在勤 協力会員協力会員利用時間利用時間
利用料金利用料金 活動費活動費

  8:30～18:00
 7:30～  8:30
18:00～20:30

400円

500円

500円

600円

600円

700円

（金額：１時間あたり）託児センターでお子さんを預かります。

利用限度：１週間（日曜日～土曜日）につき４日まで

利用料金・活動費一覧

　幼稚園のお母さん友達からセンターを
紹介され、私がボランティア活動に参加
するときや買い物、友達とお茶会などリ
フレッシュしたいときにも利用していま
す。子育てのベテランの方に子どもをみ
てもらえる、安全で、安心感があるのが
何よりです。

　自分でも子育てをしながら協力会員に
なって８年になります。自宅で預かるお
子さんは家族の一員として、自分の子ど
もを育てているような感じで接していま
す。共に笑い、叱るべき時には叱ること
もあります。子ども達には危険がないよ
うに心がけています。

　はじめは、見ず知らずの人にわが子を
預けることに不安を感じるかもしれませ
んが、会員登録の際には、お子さんを預
かる現場を確認しながら、アドバイザー
や協力会員と一緒にじっくりとお話を伺
います。安心してお子さんを預けていた
だけるよう努めています。

安全で、安心して預けられるのが何よりです 家族の一員として、自分の子どものように アドバイザーがしっかりとサポートします

市内在住または在勤で、
生後３か月～小学６年生の
子どもがいる人

利用会員

利用会員と協力会員をつなぐ調整や、
講習会・定例会などの企画を行います。

）

自宅で子どもを預かることができる、
または施設でお手伝いができる心身
ともに健康な人。センターが実施す
る講習会への参加が必要になります

協力会員

しもつまファミリーサポートセンター
（アドバイザー・サブリーダー）

利用会員の声 協力会員の声 アドバイザーの声

特 集

利用会員

安田　歩さん


